
令和5年度入学者選抜学力検査 【追試験】解説と解答 (注)解き方の一例です。

次の各問いに答えなさい。

(1)(2√丁-5)2_4√丁α″-4)を計算すると ア √丁である。
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(7)下の図のように,半径が 10(mの 円 0の周上に 4点 A,B,C,Dがある。弦 ACと 弦 BDの交

点を Pと すると, ∠APB=36° である。このとき,弧 A:Bと 弧 CDの長さの和は, π αn

である。ただし,弧 ABは 2点 A,Bを ,弧 CDIま 2点 C,Dをそれぞれ両端とする弧のうち短い方

を表すものとする。
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2 図 1の ように,2つの関数 ν=mプ ,υ =十 のグラフがある。2点 A,Cは y=mが ,2点
B,Dは υ=÷ のグラフ上にあり,D〃 BCである。また,Aの座標は (2,1),Bと Cの

“
座標
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は 4であり,2点 A,Bを通る直線の傾きは
電
―である。
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3 図 1は円錐の展開図であり,側面は扇形 OAB,底面は点 Dを中心とする円である。直線 ιは扇形

OABと 円Dに ,それぞれ点 Cと 点 Eで接している。線分 ODの長さは 11で ,四角形 ODECの

面積は 22y6である。

図 1
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(5)図 2は図 1の展開図を組み立てて円錐にし,その円錐に球がぴったり入つている様子を表

したものである。点 Pは円錐の側而と球の表面が共有している点の 1つである。点 Pを通り,

ケコサ
円錐の底面に平行な平面で球を切断したときにできる切り回の面積は πである。

シ ス

図 2 〇

k
ク

亀

2
/

ご″

τ君́ 、夕rじ 4ヽ0/し訴3.´7:子 _サηて酋争Yηハ́†|°t卜と弾′

慕Fし、にp.(∫.軍ギθ
′
ヒ1哺′冷%の〃夕、卓げ́ ぞ

乙 汁 Fθ
/´
乙
ハ |フ o/rサ θ

零

′ ル F嘩 ル
ジ 'ご

じ tC σ 。

1ヽ翼

｀
|が ら、ム の 階 朧 げ

r,△
〇 鶏
p砕 めて｀リドド

隼イメー
.(欄
れJι・

まけ字α)D→ 脱f/J碑ズ√∫
イイオ ノ」

「y?て ,備7ヅ 鳳ハ1旬萄難′軍
` ′
ノ イr｀ヽ

_́r、    ノ `,か｀1
7嬢メ (…i藤 ノ

 ヽl∫  ,〆

駆 》ふま

た

ユ1盤上≧
`′

孝ヽ

-10-

コ ‐ 中
´

√｀わ

一一
~アTI
みμ
Z｀

十

‐
― ―

‐

/0

D



図 1の ように,12列のます目がある長方形の紙に,自 然数が 1から小さい順に書かれている。
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成分 と呼ぶことにする。たとえば,(2,6)成分は 18で ある。

図 2の ように,図 1の紙を自然数が書かれている面を外側にして,長方形の縦の辺が重なる

ように円筒にする。
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